
ケハダビロウドマイマイ (ナンバンマイマイ科) 兵庫県ランク：Ｂ

Nipponochloritis fragilis 環境省ランク：NT

種の概要 主要な選定理由

△ ○

県内分布

県内における生息状況及びその他特記事項

保護上の留意点
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神戸市、西宮市、宝塚市、川西市、猪名川町、三木市、小野市、加西市、相生市、たつの市、宍粟市、
豊岡市、朝来市、香美町、新温泉町、篠山市、丹波市、洲本市、南あわじ市

新規追加種。既知生息地は多く存在するが、生息密度は低い。また高い湿度が年間を通して保たれる
ような特殊な環境(例えば多くの朽木が集積したところ)にのみ生息しているため、少しの外圧によって生
息地が消滅する可能性が大きい。

自然林、里山の雑木林の保護、管理が必要で
ある。

【執筆者】 大原健司
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東北南部以西の本州、四国に分布する。殻長約16mm、殻径約
22mm。螺塔は低いドーム状、殻表は毛状の付属物により規則
的に覆われている。毛の密度はほかのビロウドマイマイ類より粗
いが、毛の密度は地域変異がある。殻底部の臍孔は開いてい
る。
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